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臨時会

新
し
い
議
会
構
成
が
決
定

議
　
長
　
星
　
正
彦 

氏

副
議
長
　
許
斐
英
幸 

氏
を
選
出

　
財
政
、人
事
、給
与
、消
防
、

都
市
計
画
、
教
育
、
上
下
水

道
、
民
生
産
業
委
員
会
に
属

さ
な
い
事
項
に
関
す
る
事
務

の
調
査
及
び
付
託
議
案
、
請

願
等
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

委
員
長　
篠
原
哲
哉

副
委
員
長　
新
谷
留
晴

委

員
　
添
田
政
勝

委

員
　
野
口
美
恵
子

委

員
　
田
中
二
三
輝

委

員
　
宇
田
川　

亮
　
厚
生
、
福
祉
、
保
健
衛
生
、

産
業
、
労
働
、
土
木
、
建
設
、

地
方
独
立
行
政
法
人
に
関
す

る
事
務
の
調
査
及
び
付
託
議

案
、
請
願
等
の
審
査
を
行
い

ま
す
。

委
員
長　
須
山
由
紀
生

副
委
員
長　
的
野
信
之

委

員
　
有
働
徳
仁

委

員
　
栗
田
美
和

委

員
　
許
斐
英
幸

委

員
　
西
藤
典
子

総
務
文
教
委
員
会

民
生
産
業
委
員
会

常
任
委
員
会

　

議
会
を
円
滑
に
、
ま
た
効

率
的
に
運
営
す
る
た
め
に
設

置
さ
れ
、
議
会
の
会
議
規

則
、
委
員
会
に
関
す
る
条
例

等
の
事
項
、
議
長
の
諮
問
に

関
す
る
事
項
の
調
査
及
び
議

案
、
陳
情
等
の
審
査
を
行
い

ま
す
。

委
員
長　
田
中
二
三
輝

副
委
員
長　
野
口
美
恵
子

委

員
　
許
斐
英
幸

委

員
　
篠
原
哲
哉

委

員
　
須
山
由
紀
生

委

員
　
的
野
信
之

議
会
運
営
委
員
会

○�

直
方
・
鞍
手
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
星　

正
彦

　
　
　
　
　
篠
原
哲
哉

○�

宮
若
市
外
二
町
じ
ん
芥
処

理
施
設
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
星　

正
彦

　
　
　

�　

須
山
由
紀
生

○�

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連

合
議
会
議
員

　
　
　
　

�

宇
田
川　

亮

議
会
推
薦
の
委
員

　
　

委
員　

栗
田
美
和

議
会
選
出
監
査
委
員

一般選挙後初めての議会

４年間の議員活動がスタート
　

令
和
元
年
第
３
回
臨
時
会

（
初
議
会
）
が
５
月
７
日
か

ら
13
日
ま
で
の
７
日
間
（
５

月
８
日
か
ら
12
日
ま
で
は
休

会
）
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

初
議
会
で
は
、
議
長
、
副

議
長
の
選
挙
を
は
じ
め
、
常

任
委
員
の
選
任
、
一
部
事
務

組
合
議
会
議
員
の
選
任
な

ど
、
第
17
期
議
会
構
成
が
決

ま
り
ま
し
た
。
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改
選
後
の
初
議
会
に
お
い
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙

に
よ
り
、
議
長
の
要
職
に
就
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
、
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
す
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

鞍
手
町
で
は
人
口
減
少
問
題
や
、
く
ら
て
病
院
の
早

期
再
建
、
新
庁
舎
の
建
設
、
教
育
や
福
祉
の
充
実
、
産

業
の
振
興
な
ど
、
鞍
手
町
の
行
政
課
題
は
山
積
み
で
す

が
、
今
、
決
し
て
町
の
歩
み
を
止
め
る
訳
に
は
い
き
ま

せ
ん
。

　

わ
た
く
し
は
、
決
め
ら
れ
な
い
政
治
か
ら
の
脱
却
を

目
指
し
、「
責
任
と
覚
悟
」
を
も
っ
て
、
こ
の
難
局
に
全

力
で
立
ち
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。 議

長 

星ほ
し

　
正ま
さ
ひ
こ彦

１
．
65
歳

２
．
小
牧
２
３
３
３-

89

３
．
42-

５
４
３
３

４
．
農
業

５
．
無
所
属

６
．
６
回

　

年
金
引
き
下
げ
、
医
療
・

介
護
の
負
担
増
、
消
費
税
増

税
や
憲
法
改
悪
な
ど
、
国
の

悪
政
に
対
し
、
鞍
手
町
か
ら

も
声
を
あ
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
暮
ら
し
と
営
業
、

子
育
て
最
優
先
の
町
政
に
す

る
た
め
、「
町
民
の
声
が
生

き
る
町
政
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
公
約
実
現
に
向
け
て
、
引

き
続
き
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

宇
う た が わ
田川　亮

あきら

１．55歳
２．中山 3169 － 16
３．42 － 8078
４．党地区委員
５．日本共産党
６．8回

　

皆
様
か
ら
の
ご
支
援
に
よ

り
、
初
め
て
町
議
会
に
送
り

出
し
て
い
た
だ
き
誠
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
人
口
減
少
と
少

子
高
齢
化
が
続
く
鞍
手
町
の

変
革
の
た
め
に
、
私
が
こ
れ

ま
で
培
っ
て
き
た
生
家
の
農

業
と
、
自
身
で
創
業
し
経
営

を
行
っ
て
き
た
経
験
を
生
か

し
て
、
町
民
の
皆
様
が
元
気

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
に
全
力
を
傾
注
し
て

参
り
ま
す
。

許
このみ
斐　英

ひでゆき
幸

１．75歳
２．中山 3183 － 1
３．42－ 1238
４．理容業
５．無所属
６．1回

　

今
回
、
初
め
て
の
挑
戦
で

し
た
。

　

団
塊
の
世
代
の
一
員
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
訪
れ
る
少
子

高
齢
化
社
会
を
我
々
が
い
か

に
幸
せ
に
生
き
て
い
け
る
か

を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

次
世
代
の
若
者
た
ち
が
ふ

る
さ
と
鞍
手
に
生
ま
れ
て
良

か
っ
た
と
思
え
る
、
更
に
ク

リ
ー
ン
な
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
町
を
、
町
民
の
皆
様
と
４

年
間
頑
張
り
ま
す
。

栗
くりた
田　美

よしかず
和

１．71歳
２．中山 49－ 16
３．42 － 0761
４．無職
５．無所属
６．1回

　

こ
の
度
、
鞍
手
町
議
会
議

員
に
初
当
選
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
有
働
徳
仁
（
モ
ン

ゴ
ル
）
と
申
し
ま
す
。

　

現
在
、
鞍
手
町
は
人
口
減

少
が
進
ん
で
い
ま
す
。
私
は

鞍
手
町
の
歴
史
を
大
切
に
す

る
と
共
に
、
皆
様
が
町
に
定

住
し
た
い
、
又
、
幅
広
い
地

域
の
方
も
鞍
手
町
に
住
み
た

い
と
思
え
る
街
づ
く
り
を
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

有
うどう
働　徳

のりひと
仁

１．42歳
２．中山 3923 － 241
３．42 － 1394
４．会社代表
５．無所属
６．1回

ご
あ
い
さ
つ

私の抱負
今回当選された議
員の皆さんを紹介
します。

１．年齢
２．住所
３．電話番号
４．職業
５．政党名
６．当選回数
（あいうえお順）
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皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
２

期
目
の
当
選
を
果
た
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
議
員
中
最

高
齢
と
の
こ
と
、
健
康
に
留

意
し
つ
つ
職
務
に
邁
進
す
る

決
意
で
す
。

　

７
か
月
前
の
１
期
中
、
国

政
の
歪
み
が
町
民
本
位
の
町

政
の
実
現
を
阻
害
す
る
一
面

に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
鞍

手
町
か
ら
世
論
を
高
め
、
国

民
本
位
の
国
政
の
実
現
の
た

め
に
も
尽
力
す
る
決
意
で

す
。

西
さいとう
藤　典

のりこ
子

１．76歳
２．小牧 1461 － 7
３．42－ 5594
４．無職
５．日本共産党
６．2回

　

今
回
、
皆
様
方
か
ら
多
く

の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
議

会
に
送
り
出
し
て
い
た
だ
き

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
鞍
手
町
は
、
人
口
の
減
少
、

少
子
高
齢
化
等
多
く
の
課
題

が
山
積
み
で
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
、
皆

様
方
と
共
に
鞍
手
町
が
活
性

化
す
る
よ
う
努
力
し
、
誠
心

誠
意
で
議
員
活
動
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

篠
しのはら
原　哲

てつや
哉

１．61歳
２．新北 1448 － 2
３．090 － 1921 － 1548
４．無職
５．無所属
６．1回

　

町
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご

支
援
を
賜
り
、
町
政
へ
と
送

っ
て
頂
き
ま
し
て
、
本
当
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
皆
様
の
お
声

を
頂
き
、
町
政
へ
反
映
さ
せ
、

明
る
く
健
全
な
鞍
手
町
を
皆

様
と
共
に
作
っ
て
い
け
る
よ

う
、
精
一
杯
頑
張
っ
て
参
り

ま
す
。

　

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

新
しんたに
谷　留

とめはる
晴

１．64歳
２．八尋 416 － 12
３．42 － 3292
４．自営業
５．無所属
６．1回

 

心
温
ま
る
ご
支
持
と
手
助

け
を
戴
き
ま
し
た
町
民
の
皆

様
へ
感
謝
致
し
ま
す
と
と
も

に
、
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

 

今
後
も
初
心
を
忘
れ
ず
に
、

く
ら
し
、
福
祉
、
人
権
を
最

優
先
に
。

 
く
ら
て
病
院
や
役
場
庁
舎
の

建
て
替
え
な
ど
、
山
積
す
る

喫
緊
の
課
題
に
、
誠
心
誠
意

身
を
惜
し
む
こ
と
な
く
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

須
すやま
山由

ゆ き お
紀生

１．68歳
２．八尋 1686 － 31
３．42 － 6807
４．無職
５．無所属
６．3回

　

子
育
て
世
代
の
方
々
が
魅

力
を
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
が

重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
子
ど

も
が
幼
い
時
だ
け
の
一
時
的

な
支
援
で
は
な
く
、
長
期
的

な
子
育
て
支
援
が
必
要
で

す
。
限
り
あ
る
財
源
を
有
効

に
利
用
し
、
子
育
て
、
老
後
、

産
業
と
様
々
な
面
を
整
え
て

い
く
こ
と
で
町
に
良
循
環

を
生
み
出
し
た
い
と
考
え
ま

す
。

　

前
述
の
目
標
を
実
現
す
る

た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て
い

き
ま
す
。

添
そえだ
田　政

まさかつ
勝

１．42歳
２．古門 2095
３．42 － 3613
４．農業
５．無所属
６．1回

　

今
期
４
年
間
も
初
心
を
忘

れ
ず
に
女
性
の
声
、
お
年
寄

り
の
声
を
大
切
に
皆
様
の
声

を
町
政
に
届
け
ま
す
。

　

特
に
、
地
域
医
療
を
守
る

た
め
、「
く
ら
て
病
院
」
の
安

定
し
た
医
療
提
供
と
新
病
院

実
現
に
全
力
で
取
り
組
み
ま

す
。

　

更
に
「
新
庁
舎
建
設
」
と

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
活
動

を
続
け
ま
す
。

　
鞍
手
の
た
め
に
！

田
たなか
中二

ふ み き
三輝

１．58歳
２．中山 3300 － 3
３．42－ 3701
４．無職
５．無所属
６．5回
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皆
さ
ま
方
の
ご
支
援
ご
協

力
を
賜
り
、
無
事
当
選
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
お
年
寄
り
や
子
ど

も
、
障
が
い
者
、
女
性
な
ど
、

誰
も
が
い
き
い
き
と
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
、
女

性
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く

り
、
子
育
て
が
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
支
援
の
程
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

野
のぐち
口美

み え こ
恵子

１．62歳
２．小牧 2333 － 74
３．42 － 7425
４．無職
５．無所属
６．2回　

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
や

さ
し
い
町
。
女
性
や
若
者
が

活
躍
で
き
る
町
。
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。
公
明
党
は
皆
様
の
声
を

町
か
ら
県
へ
、
県
か
ら
国
へ
届

け
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
チ
カ

ラ
」
が
あ
り
ま
す
。
私
が
生

ま
れ
育
っ
た
鞍
手
町
を
、
活

気
あ
る
温
か
で
安
全
安
心
な
、

町
を
実
現
す
る
た
め
、
一
人
の

声
を
大
切
に
現
場
第
一
主
義

で
頑
張
り
ま
す
！

的
まとの
野　信

のぶゆき
之

１．60歳
２．新延 1524 － 18
３．42 － 1832
４．無職
５．公明党
６．1回

○ 附属機関等の委員の選出
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く
ら
て
議
会
だ
よ
り

第
125
号
●
発
行
／
福
岡
県
鞍
手
町
議
会　

 

●
編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会　
〒
８
０
７-

１
３
９
２  

福
岡
県
鞍
手
郡
鞍
手
町
大
字
中
山 

３
７
０
５　
☎ 
０
９
４
９
（
42
）
２
１
１
１　

  

●
印
刷
所
／
社
会
福
祉
法
人  

福
岡
コ
ロ
ニ
ー

議会を傍聴しませんか（次回は６月議会です。）
議会は、誰でも一般質問・議案質疑を傍聴できます。受付は議会事務局で行います。
また、一般質問を傍聴される方の希望に応じ、手話通訳者を派遣しています（無料）。
これには事前予約が必要です。
■問い合わせ　　議会事務局　☎４２局２１１１番（内線３３１）


